
毎年繰り返し

いの町農業公社戦略マップ （Ver.3.0）　

後継者育成 管理会計
既存品目

運営財源確保
（設備更新含

む）

現状部門別
収支計画の策定

事業内容（規模）の
ブラッシュアップ

次年度部門別収支
計画の策定

会計の引き継ぎ①
（町→後継者）

月次会計締めの実
行

定例財務会議によ
る

予実管理の実施

不足設備、老朽化
設備のリストアップ

設備ごとの財源検
討

財源の確保と
投資実行

不採算部門の
排除、生産性向上

新品目

生産事業

有望品目の
ピックアップ

有望品目の
収支計画策定

試験栽培実施

効果計測

収益性の向上
＝技術、品質向上
（ワサビ、ニラ、苗）

筒井氏業務棚卸

人的不足機能の確
認と雇用人材像の

明確化

雇用
条件
設定

求人 教育
計画
策定

（主に
生産
技術）

雇用

育成
中期経営計画の策

定

自立経営（経営の土台作り）

規模拡大

収支黒字化＋いの営農モデル確立
※産地提案書のブラッシュアップ含む

業務改善フローの
策定

規模拡大検討
（収支計画より）

規模拡大

現状でできる業務
改善

投資計画の策定

済

済

農地情報収集
（主にユズ）

空き住宅情報収集
研修カリキュラム

（篤農家、振興セン
ター、ユズ部会）

農地確保の仕組み
作り（主にユズ）

住宅確保の仕組み
作り

研修生募集
（公社＋組合）

募集方法の検討

空き農地確保
（主にユズ）
（公社＋組合）

研修生確保

就農研修（令和5～6年）

地域人員定着

担い手確保
（研修生）

R1年度

R2年度

R3年度

R4年度

凡例

R5年度

R6年度～

継続

毎年繰り返し

有望品目案（決定）
　・ユズ
　・ユズ幼木※1年に1名の募集に対応できるよう住居、圃場を準備する必要あり

※農業公社＋農事組合法人にて連携して仕組み作りを実施

済 済済

済

済

済

済

済

済

済

済

ユズ生産技術
の確立（幼木含）

済

済


